
まず，④「下水道の整備今川の改修」，①「道路

の舗装などの整備や交通安全・混雑対策」の２つ

が同率で第１位。②「公害」，③「水道・市営交

通・清掃・保健・衛生」などの問題が，これも同

率でつぎにならび，⑥「住宅や土地問題」⑦「公

共空地」⑤「教育文化・社会福祉施設」が，これ

に続いていた。

しかし，ブロック別にみると，この順位には,かな

りの違いが認められ，地域の特徴が浮きぼりにさ

れていた。白幡町・上町では,④「下水道・河川」

を回答するものが約３割で，第1位だった。向町

では，③「水道・市営交通・清掃など」と④「下

水道・河川」が約２割づつ，西町では，①「道路

・交通対策」と⑦「公共空地」が同率で，それぞ

れ第1位になっていた。第1京浜国道に近い東町・

南町では，②「公害」がトップで，これに①「道

路・交通対策」が続いていた。また，性別にみて

も，通勤ラッシュに悩む男性のあいだでは,③「水

道・市営交通・清掃など」，④「下水・河川」,②

「公害」の順位，女性では，①「道路交通対策」

④「下水・河川」，②「公害」の順位であった。

居住年数別にみると，3年未満のもののあいだで

は，⑤「教育文化・社会福祉施設」,⑥「住宅･土

地」を求める声が強く，7年以上17年未満のもの

のあいだでは，①「道路・交通対策」が多い。⑥

「住宅・土地」については,12年末満までのもの

の共通の悩みであり，それ以上のものには少なか

った。そして，17年以上のもののあいだでは，④

「下水道・河川」への要求が多かった。

表34あなたの近くの生活環境で，あなたが，いま

いちはん不満に感じておられるのは，次の問題のうち

どれですか。一つだけをえらんでください。

生活環境に対する不満や具体的な問題，またこれ

に対する役所の仕事ぶりなどについて，地域の住

民は，おもに，どのようなところで話しあってい

るだろうか。

まず，近所で，関心のある人たちと話しあったこ

とがあるかどうか＜35表＞。

表35それでは，それらの不満について，関心のあ

る人たちと話しあわれたことがありますか。次のなか

から，一つだけえらんでください。

「詰しあったことがある」と「ない」とはほぼ半

々である。「話したことがない」という人には男

性が多かった。

では，近所の人に限らず，もう少し広い範囲で，

地域の生活環境についての不満や問題，これに対

する役所の仕事などについて，話しあったことが

あるかどうか，あるとすれば，おもに，どのよう

かところ，あるいは，どのような時に話しあって

２ 要求をめぐる住民相互の関係
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いるのか，をきいてみた＜表36＞。 た。そこで，地域共通の生活環境についての問題

で，解決しなければならない必要がおこった場合

加入している自治会・町内会の役員の人たちは，

どのような態度で，問題に取り組むと思うかを，

一つだけえらんでもらった＜表37＞。前にふれた

ようにＢ調査で対象とした人々の９割強は，自治

会の役員，もしくは民生委員，青少年指導員，清

掃協力員などの役職についていない人なので，こ

の問題は一般会員が自治会の運営をどうみている

かという問題にもなるわけである。

表37地域共通の生活環境についての問題で，解決

しなけれはならない必要がおこった場合，あなたの自

治会・町内会の役員の人たちは，どのような態度をと

られると思いますか。次のなかから，一つだけえらん

でください。

①「積極的に解決にとりくんでくれる」と回答し

たものは47名＜16％＞であるのに対して②「努力

してくれるかどうか疑わしい」,③「話もきいて

くれそうにない」とどちらかといえば否定的な評

価をした人が94名＜32％＞あった。これは①で肯

定的な評価をした人のちょうど２倍にあたる。④

「いちがいにいえない」⑤「役員は取組むべきで

ないと考えている」⑦「自治会町内会に加入して

いない」などの理由や，⑧「わからない」と回答

ここでは，④「自治会・町内会」⑤「ＰＴＡ」⑥

「趣味のサークル」⑦「文化・宗教・政治的団体」

などの，少し広い範囲の組織も加わり，また⑧

「その他」で「職揚の労働組合」と回答する男性

もあって，話したことのある人の割合が増え，話

したことがない，という人は全体の約1/3に減って

いる。

①「隣り近所」②「買物や通勤の途中」③「広場

や遊び場」の日常生活のつきあいの場所で話すも

のが，全休の約半数。自治会，町内会の会合で話

す人が22名＜７％＞，ＰＴＡ，サークル，宗教，

政治活動の場，それに職場などで話すものが，全

休の約１割ほどであった。

要するに，何等かのかたちで，生活環境に対する

不満や問題について話しあったことのある住民は

全体の５～７割にもなるということがわかった。

つぎに，Ａ調査の報告で引用した「市民の生活意

識調査」によれば，役所に対する不満や「要求」

を解決したり，自分の考え方を市政に反映させる

ためには，住んでいる地域の「自治会・町内会を

通じて」，と回答するものがともかく一番多かっ
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表36一一地域の生活環境についての不満や問題，これに

対する役所の仕事などについて，あなたは,おもに。

どのようなところ，あるいは，とのような時にお話し

になっていますか。次のなかから一つだけえらんでく

ださい。



を避けたものが，全休の約５割であった。

では最後に，議員との関係はどうか。まず，神奈

川区から選出されている市会議員の名前を知って

いるかどうか＜表38＞。

表38－あなたは，神奈川区から選出されている市会

議員の名前を知っていますか。

この問題では,③「１人も知らない」と回答した

ものが，全体の扱であった。性別にみると，女性

の方がよく知っており，年代別では，年令が高い

ほど，知っている人の数が多い。また，居住年数

７年未満のものでは，約４割が知らないと回答し

３年未満のものでは，これがさらに増えて，約６

割という結果であった。それでは，生活環境など

についての身近な問題で，親身に，世話をしても

らえそうな議員，または政党関係の人がいるかど

うか，いるとすれば，それは何党の人か，つまり

住民と議員とのつながりをみてみよう＜表39＞。

①～⑥までの「世話をしてもらえそうな議員がい

る」と回答したものが116名で，全体の約４割。

逆に，⑧「いない」⑦「わからない」と回答した

人は175名で，全休の約６割であった。

「世話をしてもらえそうな議員がいる」と身近な

関係のある方に回答したものは，社会，自民，民

社，公明，共産の各党の順になっていた。もっと

乱⑥「党派はいえないがそういう人はいる」と

答えた人が，全体の１割近くもいるので，この順

位の数字の確度をあまり高くみることはできま

い。つぎに⑧「そういう人はいない」と答えたも

のと⑦「わからない」と答えたものをあわせると

約６割にもなる。つまり，議員とあまり関係のな

い人が過半数はいることになる。

表39－それでは，生活環境などについての身近な問

題で親身に，世話をしてもらえそうな議員，または

政党関係の人がいますか。いるとすれば，それは何

党の人ですか。

役所への要求の訴え方

住民と役所を結心，おもなパイプがどれほど利

用されているのか。また，役所に，何らかの手段

を通じて，生活環境についての不満や要求を訴え

たことがあるかどうか＜表40＞。

表40－あなたの生活環境についての不満や要求を，

役所に訴えるのに，次のような方法がありますが，

あなたは，これらのうち，いすれかを利用したこと

がありますか。一つだけえらんでください。
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